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衣浦の海の環境教室

7月23日（木）に、渡し場かもめ会が主催する「衣浦の海の環境教室」が

開催され、地元の小学生とその保護者30名が参加されました。本イベントは、

子供達に海の環境への理解を深めてもらい、自然を守ろうという意識を持って

もらうことを目的に毎年行われています。

イベントでは２グループに分かれ、当事務所の所有する港湾業務艇「しおさ

い」と愛知県衣浦港務所が所有する「ちた」を使用し、船上での透明度調査や、

採取した海水を持ち帰り簡易的な水質測定を行い、衣浦の海の現状について学

びました。また、水質測定後は三河湾の海の環境についての解説を行いました。

参加した子供達からは、海の環境改善に対する意見として、「海にゴミを捨て

ない」「食べ残しをしない」「洗剤の使いすぎに気をつける」といった積極的

な発言がありました。

当事務所では、今後も三河湾での環境学習等の取り組みを支援していきます。

『なでしこパトロール』を実施しました
～「女性の視点」から衣浦港では初のパトロール～

7月31日（金）三河港湾事務所と衣浦港における当所発注の工事受注者（２社）合同により、女性の視点に

よる各社の安全対策や現場環境等の点検を行うことを目的とした「なでしこパトロール」を実施しました。

三河港湾事務所は現在、衣浦港において地震・津波対策としての防波堤改良や航路を拡幅する浚渫工事を進

めています。港湾工事の現場は３Ｋ（危険、汚い、きつい）の職場環境と言われていますが、この現状を少し

でも改善することを目的に、安全や環境対策の状況について『女性の視点』から点検するパトロールを衣浦港

の国の工事では「初めて」実施しました。

パトロールに先立ち発注者を代表し、三河港湾事務所長鈴木より『安全や環境改善の対策状況を皆さんの視

点から点検していただき、今後の対策に活かして参りたい』との挨拶がありました。

パトロール中の様子

防波堤工事現場と浚渫工事現場の２班に分か

れてパトロールを実施したところ、男性とは

違った細やかな視点から、普段では見過ごされ

てしまいそうな工事現場の危険箇所や職場環境

に関する改善意見が出され、さっそく是正を行

いました。

当事務所は今回のパトロール成果も活かし、

引き続き更なる工事現場の安全・環境改善対策

強化に取り組んでいきます。

船上で水質調査

海の環境についての解説を真剣に聴く
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海とみなとの相談窓口

無人島たんけん ～親子で海や生きものにふれあおう！～

安全は何よりも優先される！～「三河港湾事務所 工事安全大会」を実施しました～

7月30日、西尾市教育委員会が主催する「親子ふれあい活動」に当事務所が協力しました。本イベントは、

親子で前島周辺の自然環境にふれあうことにより、共通の思い出を作り親子の絆を深めること、また、船から見

る景観を楽しみながら、ふるさとへの理解を深めることを目的として毎年開催されています。

7月22日（水）、三河港・衣浦港において国の工事を担当する3社と協力会社及び講師、当事務所職員の計

47名が参加して、「工事安全大会」を半田市内に於いて開催いたしました。

「工事安全大会」は、港湾工事における安全対策の充実、安全意識の向上、安全管理のより一層の徹底を図り、

『無事故・無災害の港づくり』の現場にすることを目的に開催しています。

大会では発注者を代表し、当事務所副所長の老平より『安全は何よりも優先されるとの思いで事業を進めてい

る。工事事故はあってはならないものであり、その被害を受ける個人及び家族に計り知れない損害をもたらし、

社会的にも多大な影響を及ぼす。この大会を実のあるものとして頂き、さらなる災害防止の意識向上に努めて頂

きたい』との挨拶を行いました。

左）挨拶する老平副所長 右）スローガン唱和

東幡豆・前島

工事を担当する３社からは、自社の「安全標語

（スローガン）」の紹介と無事故・無災害に向け

た具体的な安全対策の取り組み等の発表を行いま

した。大会の最後に、『最後まで ゼロ 災害でが

んばろう』の唱和を行い、工事事故撲滅・安全意

識向上を参加者全員で誓い合いました。

当日は、西尾市内の親子15組、34名が参加し、

干潟・磯場での生き物の観察と、当事務所の所有

する港湾業務艇「しおさい」を使用した前島周辺

の海域を見学しました。

参加した子供たちは、炎天下のなか、一生懸命

に干潟の生物観察に取り組んでいました。また、

船に乗った際は海上から見える町並みや景色を興

味深そうに眺めていました。
「しおさい」で見学


